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ヒ
ト
の
先
祖

の
初
期
の
哺
乳

類
は
穴
蔵
に
棲

息
す
る
類
が
多

か
っ
た
せ
い
か
、
人
間
は
穴

掘
り
が
好
き
で
あ
る
。
花
咲

爺
の
宝
物
の
他
に
、
金
鉱
や

ウ
ラ
ン
鉱
を
探
し
て
山
を
掘

り
返
し
て
い
た
ら
古
い
骨
の

化
石
が
出
て
き
た
り
す
る
。

　

19
世
紀
初
頭
に
古
い
地
層

か
ら
歯
の
化
石
が
一
本
出
て

き
た
。
現
存
動
物
中
に
は
見

た
事
も
な
い
10
数
㌢
も
の
巨

大
な
歯
で
、
過
去
の
巨
大
肉

食
動
物
の
存
在
に
言
及
し
た

の
は
当
時
と
し
て
は
奇
抜

だ
。
そ
の
後
、
鉱
山
の
現
場

や
廃
坑
な
ど
か
ら
次
々
と
大

型
骨
の
化
石
が
発
見
さ
れ
、

古
代
生
物
学
は
19
世
紀
末
か

ら
20
世
紀
初
頭
の
科
学
の
花

形
分
野
の
観
を
呈
し
た
。

　

そ
の
間
、
化
石
の
発
掘
事

業
は
映
画
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア

の
発
達
か
ら
商
業
採
算
が
取

れ
だ
し
た
り
、
ま
た
地
球
物

理
学
な
ど
多
く
の
学
際
学
科

を
巻
き
込
ん
で
科
学
技
術
と

し
て
の
精
度
も
権
威
も
増
し

た
。

　

絶
滅
し
た
恐
竜
が
生
命
進

化
樹
形
図
の
中
で
、
青
々
と

繁
茂
し
、
ヒ
ト
は
そ
の
先
端

の
新
芽
で
あ
る
。

　

来
年
の
辰
年
に
ち
な
ん
で

紙
面
が
許
せ
ば
恐
竜
話
し
の

続
編
は
新
年
号
で
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

大阪府交渉要望内容（抜粋）

新府政に医療改善求め
12・22 大阪府と交渉

　

協
会
は
、
12
月
22
日
午
前
10
時
か
ら
府
庁
内
で
大
阪
府

と
交
渉
す
る
。
交
渉
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
や
国
民
健
康
保
険
の
改
善
、
審
査
・
指
導
の
民
主
化
、

歯
科
医
療
の
提
供
体
制
の
整
備
を
重
点
に
す
る
。
小
澤
力

理
事
長
は
、
会
員
に
府
交
渉
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

日
時　

12
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

大
阪
府
庁　
　

申
込　

協
会
事
務
局
ま
で

※
交
通
費
支
給
、
休
診
し
て
参
加
の
場
合
は
手
当
有

小
澤
理
事
長
が
呼
び
か
け

　

協
会
は
、
審
査
・
指
導
の

民
主
化
や
歯
科
医
療
提
供
体

制
の
整
備
な
ど
を
求
め
て
、

毎
年
大
阪
府
交
渉
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
府
と
の
交
渉

は
、
現
場
の
声
を
直
接
行
政

に
届
け
る
ま
た
と
な
い
機
会

で
す
。
こ
れ
ま
で
も
行
き
過

ぎ
た
審
査
・
指
導
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
個
別
指
導

時
の
弁
護
士
の
帯
同
な
ど
を

認
め
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
、
橋
下
前
知
事

時
代
に
一
部
負
担
金
を
１
０

０
０
円
に
引
き
上
げ
る
と
い

う
方
向
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
府
民
の
声
や
府
交
渉
で

取
り
上
げ
る
中
で
断
念
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
市
町
村
で
実
施

さ
れ
て
い
る
歯
科
健
診
の
拡

充
や
歯
科
訪
問
診
療
車
両
の

駐
車
禁
止
除
外
標
章
の
発
行

な
ど
も
毎
年
取
り
上
げ
て
い

　

政
府
は
来
年
の
通
常
国
会

に
向
け
、
国
民
一
人
ひ
と
り

に
番
号
を
付
け
、
社
会
保
障

情
報
や
納
税
記
録
な
ど
を
国

家
が
掌
握
す
る
「
共
通
番
号

制
度
」
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
日
本
弁
護
士
連
合
会

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や

費
用
対
効
果
な
ど
「
重
大
な

問
題
が
あ
る
の
に
国
民
的
規

模
で
の
慎
重
な
議
論
は
全
く

行
わ
れ
て
い
な
い
」
と
し

て
、
番
号
制
の
問
題
点
を
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発

行
し
た
。
協
会
は
、
今
号
に

同
封
し
て
全
会
員
に
配
布
、

待
合
室
に
設
置
す
る
な
ど
活

用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
Ｑ

＆
Ａ
形
式
で
番
号
制
の
問
題

点
を
説
明
。
政
府
が
番
号
制

を
進
め
る
口
実
に
し
て
い
る

「
所
得
の
正
確
な
捕
捉
」は
、

「
高
額
所
得
者
が
海
外
で
取

引
し
て
い
る
分
に
つ
い
て

は
、
…
捕
捉
の
し
よ
う
が
な

い
」「
政
府
も
認
め
て
い
る
」

と
指
摘
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

危
険
性
は
、
番
号
制
を
導
入

し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
や
韓
国

で「
番
号
を
悪
用
し
て
、容
易

に
他
人
に
〝
な
り
す
ま
し
〞

が
で
き
る
状
況
が
生
じ
、
深

刻
な
被
害
が
広
が
っ
て
い

る
」
と
警
告
し
て
い
る
。

　

社
会
保
障
分
野
で
懸
念
さ

ま
す
。

　

多
く
の
要
望
が
ま
だ
実
現

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
繰

り
返
し
要
望
す
る
な
か
で
、

少
し
ず
つ
で
す
が
確
実
に
前

に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

11
月
の
知
事
選
挙
で
新
し

く
府
知
事
と
な
っ
た
松
井
一

郎
氏
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
に
つ
い
て
、「
市
町

村
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
」

と
の
考
え
を
示
す
な
ど
、
制

度
の
後
退
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
状
況
も
伺
え
ま
す
。
全

国
で
も
最
低
水
準
の
大
阪
の

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
さ
ら

に
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
ど
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
患

者
さ
ん
と
接
し
て
い
る
先
生

方
の
声
で
制
度
の
後
退
を
許

さ
ず
、
拡
充
を
求
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
先
生
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
医
療

崩
壊
!!　

震
災
復
興
・
医
療

再
生
」
を
―
―
。
医
療
の
危

機
に
際
し
、
医
師
・
歯
科
医

師
が
立
ち
上
が
り
、
世
論
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
と
11
月
20

日
、
全
国
か
ら
駆
け
付
け
た

医
師
・
歯
科
医
師
ら
２
５
０

０
人
が
東
京
・
銀
座
を
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

主
催
は
ド
ク
タ
ー
ズ
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
１

実
行
委
員
会
。
大
阪
歯
科
か

に
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
開
か
れ
た
集
会
で
は
、

竹
田
正
史
氏
（
東
京
歯
科
保

険
医
協
会
理
事
）
が
医
療
経

済
実
態
調
査
結
果
を
示
し
、

「
歯
科
の
損
益
差
額
が
17
・

２
％
落
ち
込
み
、
倒
産
す
る

医
院
の
増
加
を
懸
念
し
て
い

る
」
と
強
調
、
歯
科
医
療
再

生
へ
「
保
険
で
よ
い
歯
科
」

署
名
の
協
力
を
呼
び
か
け

た
。

　

本
紙
11
月
15
日
付
に
同
封

し
て
会
員
に
送
付
し
た
「
東

日
本
大
震
災
被
災
者
の
医
療

費
自
己
負
担
免
除
の
期
間
延

長
を
求
め
る
請
願
署
名
」

は
、
11
月
末
時
点
で
６
８
３

筆
を
集
約
し
た
。
署
名
は
、

宮
城
県
保
険
医
協
会
に
集
約

す
る
た
め
、
協
力
済
の
署
名

用
紙
の
協
会
返
送
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

　

被
災
者
の
医
療
費
自
己
負

担
免
除
は
、
２
０
１
２
年
２

月
末
で
期
限
が
切
れ
る
。
協

会
・
保
団
連
は
、
免
除
期
間

が
区
切
ら
れ
て
い
る
状
態
で

は
安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ

な
い
と
し
て
、
期
間
の
延
長

を
求
め
て
い
る
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
請
願
署
名
」
は
今
国

会
に
提
出
い
た
し
ま
す
。
１

筆
で
も
あ
り
ま
し
た
ら
、
協

会
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

27
日
投
開
票
さ
れ
、
松
井
一

郎
氏
（
大
阪
維
新
の
会
）
が

初
当
選
し
た
。
協
会
推
薦
の

弁
護
士
・
梅
田
章
二
氏
（
明

る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く

る
会
）
は
、「
安
心
・
安

全
、
や
さ
し
さ
の
府
政
へ
」

と
転
換
を
訴
え
、
35
万
７
１

５
９
票
を
獲
得
し
た
も
の
の

及
ば
な
か
っ
た
。

　

結
果
を
受
け
て
明
る
い
会

は
28
日
、
事
務
局
長
声
明
を

発
表
し
た
。
梅
田
氏
へ
の
支

持
に
お
礼
を
述
べ
、「
府
民

各
層
と
の
共
同
を
進
め
、

（
公
約
の
）『
梅
田
ビ
ジ
ョ

ン
』
実
現
を
め
ざ
す
た
た
か

い
に
力
を
尽
く
す
」
と
表
明

し
て
い
る
。

を
超
え
る
こ
と
を
紹
介
し
、

「
コ
ス
ト
削
減
効
果
は
ご
く

わ
ず
か
」と
強
調
し
て
い
る
。

　

協
会
は
活
動
方
針
の
な
か

で
、「
レ
セ
プ
ト
情
報
や
医

療
情
報
と
合
わ
せ
て
、
業
者

と
の
取
引
や
収
支
状
況
な
ど

の
経
理
情
報
が
行
政
に
握
ら

れ
、
医
療
機
関
の
情
報
が
丸

裸
に
さ
れ
る
」
と
指
摘
。

「
番
号
に
よ
る
国
民
管
理
社

会
は
、
人
権
を
著
し
く
侵
害

す
る
。
ま
た
、
個
人
情
報
の

漏
え
い
に
よ
る
成
り
す
ま
し

犯
罪
の
被
害
、
社
会
保
障
の

個
人
会
計
の
導
入
な
ど
が
懸

念
さ
れ
る
」
と
し
て
、
反
対

し
て
い
る
。

組
み
を
提
案
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
、「
負
担
に
比
し
て
給

付
の
多
い
障
が
い
者
な
ど
経

済
的
弱
者
を
〝
社
会
の
お
荷

物
〞と
考
え
る
風
潮
を
生
み
、

助
長
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
」と
批
判
。ま

た
、
番
号
制
の
導
入
に
初
期

費
用
だ
け
で
６
０
０
０
億
円

れ
て
い
る
の
が
、年
金
や
医

療
、介
護
な
ど
の「
給
付
と
負

担
」を
個
人
単
位
で
把
握
し
、

「
負
担
に
応
じ
た
給
付
」に
限

定
す
る
「
社
会
保
障
個
人
会

計
制
度
」
だ
。
日
本
経
団
連

が
、
給
付
金
が
負
担
額
を
超

え
た
場
合
、
死
亡
時
に
遺
産

・
相
続
財
産
で
清
算
す
る
仕

ら
は
、
吉
田

裕
志
副
理
事

長
、
杉
本
叡

・
中
村
新
太

郎
・
中
西
幹

夫
各
理
事
、

永
田
悦
夫
顧

問
、
古
田
光

行
監
事
ら
10

人
が
参
加

し
、
街
頭
の

人
た
ち
に
ア

ピ
ー
ル
し

た
。

　

デ
モ
の
前

国
民
番
号
制
で
情
報〝
丸
裸
〞

今
号
同
封 

日
弁
連
パ
ン
フ
活
用
を

「ストップ・ザ・医療崩壊」を掲げ、銀座を
デモする参加者＝11月20日、東京都内　　

今号同封の日弁連パンフ

ドクターズウオーク

2500人が銀座をデモ
「ストップ・ザ・医療崩壊」訴え

被
災
者
の
医
療
費
免
除

協
会
ま
で
署
名
送
付
を

大
阪
府
知
事
選
挙

推
薦
の
梅
田
氏
及
ば
ず

▽ 乳幼児医療費助成制度は、ただ
ちに義務教育終了まで対象年齢
を拡大すること

▽ 国民健康保険の広域化はせず、
市町村・国保組合への補助金を
増額し、国保料の抑制に努める
こと

▽ 都道府県個別指導は行政手続法
・行政手続条例に基づき、公正
で民主的に行うこと

▽ 指導対象の患者名簿は、少なく
とも指導日の３週間前に対象医
療機関に通知すること

▽ 口腔保健法に基づき、口腔保健
条例の制定を進めること

共済部からお知らせ
保険医年金・一時金保険医年金・一時金
の年内着金についての年内着金について

　解約一時金の年内着金をご希望
の方は、①所定の請求書②受取人
の印鑑証明書１通（交付３カ月以
内）③解約口番号の加入者証――
を完備の上、12月19日（月）協会
必着でお送り下さい。なお、一時
金着金が年始でも保険会社が年内
に最終手配した分（30日）は今年
の所得となりますのでご注意下さ
い。詳しくは共済部まで。

　

大
阪
府
知
事
選
挙
は
11
月


